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１．まえがき 

 一般に，コンクリートのひび割れ補修はエポキシ樹

脂による注入工法を行っている[1]．ひび割れに対する

充填性を向上させるために，ひび割れ幅に応じてエポ

キシ樹脂の粘性を変化させて，ひび割れ注入を行って

いる．ひび割れ幅 0.2～1mm までは低粘度エポキシ樹

脂を用い，ひび割れ幅 1mm 以上は高粘度エポキシ樹脂

を用いて注入を行っている例[2]がある．地下構造物な

どに生じたひび割れはひび割れに水が存在している場

合のひび割れ注入や，ひび割れ注入を水中施工するこ

となども考えられる． 
 低粘度エポキシ樹脂と高粘度エポキシ樹脂の中間的

な粘度を持ち，可塑性を加味した揺変性中粘度エポキ

シ樹脂 THK（以下，THK と称す）を開発し，その気

中および水中の注入特性および力学特性について検討

したものである． 
２．開発の目標 

 水中施工の場合に対する揺変性中粘度エポキシ樹脂

の開発目標を次のようにした． 
(1) 水と混合されずに，水を押し出してひび割れ中を注

入できる注入材であること．すなわち，粘度を中粘

度，可塑性を付加する． 

(2) 低粘度エポキシ樹脂と同等の注入時間であること． 
(3) コンクリートとエポキシ樹脂の強度が，気中注入と

同等以上であること． 
３．試験概要 

 幅 60cm×長さ 1m×厚さ 10cm のコンクリート版の

2 枚を図－1 に示すように合せて，ひび割れを模擬した

試験体を製作した．注入は一辺 60cm の中央部の 1 箇

所からバルーン圧力（0.34N/mm2）によって注入を行

った．なお，水中施工を模擬して試験体は予め 1 週間

前に水中に浸漬し，模擬ひび割れ中に水を注入してひ

び割れにも水が充満している状況を再現した． 
４．試験結果 

(1)注入特性 

 低粘度エポキシ樹脂（粘度：830mPa・s）と THK（粘

度：13300mPa・s）を，ビーカー内に水をいれて注入

材を流し込んで数分後の状況を写真－1 に示す．低粘度

エポキシ樹脂は，注入材を入れた直後は水と注入材が

混りあう状況が確認され，数分後には水が上側にきて

注入材が平面的に広がっていることがわかる．一方，

右側の THK は，水と混ざり合うことなく，注入材が注

入された状況時の形状をしており可塑性が保たれてい

ることがわかる． 

 

                              

                            (a)低粘度エポキシ樹脂     (b)THK 

        図-1 注入状況            写真-1 低粘度エポキシ樹脂と THK の水中での状況 
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 THKおよび低粘度エポキシ樹脂の注入試験結果を図

－2 に示す．なお，ひび割れ模擬試験体の注入平均ひび

割れ幅は，THK の水中で 2.63mm，低粘度エポキシの

水中で 1.90mm である．水中における低粘度エポキシ

樹脂がひび割れ深さ 1m に達する注入時間は 4 分程度

であり，一方，THK は 6 分程度であった．なお，気中

においてTHKは 5分程度で 1mの注入範囲を注入する

ことが出来た． 
(2)力学特性 

 低粘度エポキシ樹脂および THK を注入した試験体

からφ100mm のコアを採取し，直接引張試験を行った．

注入深さと直接引張強度の関係を図－3 に示す．低粘度

エポキシ樹脂の直接引張強度は 0.5～2.1N/mm2の範囲

にあり，注入深さが奥に行くにしたがい，直接引張強

度が低下している．一方，THK の直接引張強度は 1.5
～2.5N/mm2であり，1.5N/mm2以上を確保することが

でき，直接引張強度は注入深さに明確な関係はない． 
 ひび割れ幅と直接引張強度の関係を図－4 に示す．

THK においては，ひび割れ幅と直接引張強度は明確な

関係を見出すことはできない． 
５．まとめ 

 揺変性中粘度エポキシ樹脂 THK を開発し，以下のこ

とが分かった． 
(1) ひび割れ深さ 1m を注入する場合，THK の注入時

間は 6 分程度であり，低粘度エポキシ樹脂と同程度

であった． 
(2) THK を注入した模擬ひび割れに関する直接引張強

度は 1.5N/mm2以上を確保することができた． 
 今後，実施工現場において THK の気中および水中施

工を行い，THK の注入特性を確認していきたい． 
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          図-2(a) THK の注入特性       図-2(b) 低粘度エポキシ樹脂の注入特性 
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      図-3 注入深さと直接引張強度の関係      図-4 ひび割れ幅と直接引張強度の関係 
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